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Ⅰ－３ 選択
せんたく

と決定
けってい

（支給
しきゅう

決定
けってい

） 

 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

の在
あ

り方
かた

 

【結 論
けつろん

】 

○ 新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

にあたっての基本的
きほんてき

な在
あ

り方
かた

は、以下
い か

のとおりとする。 

１. 支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）の意向
いこう

やその人
ひと

が望
のぞ

む暮
く

らし方
かた

を最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

することを基本
きほん

とすること。 

２. 他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を礎
いしずえ

として、当 該
とうがい

個人
こじん

の個別
こべつ

事 情
じじょう

に即
そく

した必 要
ひつよう

十 分
じゅうぶん

な支 給 量
しきゅうりょう

が保 障
ほしょう

されること。 

３. 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

は一 定
いってい

程度
ていど

の標 準 化
ひょうじゅんか

が図
はか

られ、透 明 性
とうめいせい

があるこ

と。 

４. 申 請
しんせい

から決 定
けってい

まで分
わ

かりやすく、スムーズ
す む ー ず

なものであること 

 

【説 明
せつめい

】 

 支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

とし、障 害 者
しょうがいしゃ

の意向
いこう

や望
のぞ

む暮
く

らし

が実 現
じつげん

できるよう必 要
ひつよう

な支援
しえん

の種 類
しゅるい

と量
りょう

を確保
かくほ

するためのものであり、

上 記
じょうき

事項
じこう

を基本
きほん

として行
おこな

われなければならない。 

特
とく

に、申 請
しんせい

から決 定
けってい

まで分
わ

かりやすくスムーズ
す む ー ず

なものにするためには、

支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

全 体
ぜんたい

についても 一 定
いってい

の 共 通
きょうつう

事項
じこう

をルール化
る ー る か

し、

公 平 性
こうへいせい

や透 明 性
とうめいせい

を担
たん

保
ほ

することが大 切
たいせつ

である。 

また、必 要
ひつよう

書 類
しょるい

や分
わ

かりやすい解 説 書
かいせつしょ

を市 町 村
しちょうそん

役 所
やくしょ

等
とう

、誰
だれ

もが手
て

に

しやすい場所
ばしょ

に置
おき

き、求
もと

めに応
おう

じて十 分
じゅうぶん

な説 明
せつめい

をするなど、新
あたら

しい支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みについての周 知
しゅうち

を図
はか

ることが求
もと

められる。 

さらに、 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

においても、 障 害 者
しょうがいしゃ

の希望
きぼう

に 応
おう

じて

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を提
てい

供
きょう

することが求
もと

められる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

【結 論
けつろん

】 
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○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

は、原 則
げんそく

として、以下
い か

のとおりとする。 

 １. 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法 上
ふくしほうじょう

の支援
しえん

を求
もと

める者
もの

（法 定
ほうてい

代理人
だいりにん

も含
ふく

む）

は、 本 人
ほんにん

が 求
もと

める支援
しえん

に 関
かん

するサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を 策 定
さくてい

し、

市 町 村
しちょうそん

に申 請
しんせい

を行
おこな

う。 

２. 市 町 村
しちょうそん

は、支援
しえん

を求
もと

める者
もの

に「障 害
しょうがい

」があることを確 認
かくにん

する。 

 ３. 市 町 村
しちょうそん

は、本 人
ほんにん

が策 定
さくてい

したサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について、市 町 村
しちょうそん

の

支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づき、ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

を行
おこな

う。 

 ４. 本 人
ほんにん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

により、申 請
しんせい

の内 容
ないよう

が支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

の水 準
すいじゅん

に適
てき

合
ごう

しないと判 断
はんだん

した場合
ばあい

は、市 町 村
しちょうそん

が本 人
ほんにん

（支援者
しえんしゃ

を含
ふく

む）

と協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を行
おこな

い、その内 容
ないよう

に従
したが

って、支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする。 

 ５．４の協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

が整
ととの

わない場合
ばあい

、市 町 村
しちょうそん

（または圏 域
けんいき

）に設置
せっち

され

た第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

としての合議
ごうぎ

機関
きかん

において検 討
けんとう

し、市 町 村
しちょうそん

は、その

結果
けっか

を受
う

けて支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う。 

 ６. 市 町 村
しちょうそん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

、申 請
しんせい

をした者
もの

は都道府県
とどうふけん

等
とう

に不服
ふふく

申 立
もうした

てができるものとする。 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

について試行
しこう

事 業
じぎょう

を実施
じっし

し、その検 証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえ、導 入
どうにゅう

を

はかるものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 新
あら

たな仕組
し く

みにおいては、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

は使
つか

わずに支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする。

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の一次
いちじ

審査
しんさ

で用
もち

いられる障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

認 定
にんてい

調 査
ちょうさ

項 目
こうもく

の 106項 目
こうもく

は、特
とく

に知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

については一次
いちじ

判 定
はんてい

から二次
に じ

判 定
はんてい

の変 更 率
へんこうりつ

が 4割
わり

から 5割
わり

以 上
いじょう

であり、かつ地域
ちいき

による格差
かくさ

も大
おお

きいこ

とから、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を超
こ

えた支 給
しきゅう

決 定
けってい

の客 観 的
きゃくかんてき

指 標
しひょう

とするのには問 題
もんだい

が

大
おお

きい。 

 

新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みが機能
きのう

するための前 提
ぜんてい

としては、当事者
とうじしゃ

による

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 充 実
じゅうじつ

や 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 充 実
じゅうじつ

、さらには

市 町 村
しちょうそん

におけるニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

が図
はか

られなければならな
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い。特
とく

に、支援
しえん

ニーズ
に ー ず

を的 確
てきかく

に伝
つた

えることが困 難
こんなん

な人
ひと

のニーズ
に ー ず

をくみ取
と

る

ためには、日 常 的
にちじょうてき

にかかわりのある支援者
しえんしゃ

等
とう

がコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

する

などし、本 人
ほんにん

の意思
い し

や希望
きぼう

が確 認
かくにん

されなければならない。 

 

市 町 村
しちょうそん

においては、支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる職 員
しょくいん

等
とう

のニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

に向
む

けて、一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

及
およ

び仕事
しごと

をしながら教 育
きょういく

を受
う

ける

職 場 内
しょくばない

訓 練
くんれん

（OJT）を充 実
じゅうじつ

することも必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

 

【結 論
けつろん

】 

  サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

とは、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法 上
ふくしほうじょう

の支援
しえん

を希望
きぼう

する者
もの

が、その求
もと

める支援
しえん

の内 容
ないよう

と量
りょう

の計 画
けいかく

を作 成
さくせい

し、市 町 村
しちょうそん

に提
つつみ

出
だ

され

るものをいう。なお、そのサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

にあたり、障 害 者
しょうがいしゃ

が

希望
きぼう

する場合
ばあい

には、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

等
とう

の支援
しえん

を受
う

けることができる。 

 

【説 明
せつめい

】 

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による支援
しえん

等
とう

を利用
りよう

するにあ

たって、市 町 村
しちょうそん

に提
つつみ

出
で

する必 要
ひつよう

な支援
しえん

の内 容
ないよう

と量
りょう

を示
しめ

すものである。

障 害 者
しょうがいしゃ

がどの支援
しえん

をどの程度
ていど

利用
りよう

したいのか、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づいて

利用
りよう

希望
きぼう

を明
あき

らかにするものである。サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、本 人
ほんにん

自身
じしん

が策 定
さくてい

する（セルフマネジメント
せ る ふ ま ね じ め ん と

）こともできるが、本 人
ほんにん

が希望
きぼう

する場合
ばあい

には相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

とともに策 定
さくてい

することもできる。また、本 人
ほんにん

を中 心
ちゅうしん

に、家族
かぞく

や

本 人
ほんにん

が信 頼
しんらい

する日 常 的
にちじょうてき

な支援者
しえんしゃ

、契 約
けいやく

行為
こうい

等
とう

を締 結
ていけつ

する際
さい

の支援者
しえんしゃ

を加
くわ

えて相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

とともに策 定
さくてい

することもできる。 

なお、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による支援
しえん

の利用
りよう

の申 請
しんせい

と同時
どうじ

に、又
また

はニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

が行
おこな

われるまでに提 出
ていしゅつ

する。サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

が未 提 出
みていしゅつ

であることをもって、市 町 村
しちょうそん

は申 請
しんせい

を却 下
きゃっか

することはし

ない。 
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【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

 

【結 論
けつろん

】 

  市 町 村
しちょうそん

は、「心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

」があることを示
しめ

す証 明 書
しょうめいしょ

によって

法 律
ほうりつ

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

であるか否
いな

かの確 認
かくにん

を行
おこな

う。証 明 書
しょうめいしょ

は、

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

、もしくは意見書
いけんしょ

、その他
た

、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に

関
かん

して専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専 門
せんもん

職
しょく

の意見書
いけんしょ

を含
ふく

むものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく支援
しえん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

の有無
う む

にかかわらず、

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

して提 供
ていきょう

される。機能
きのう

障 害
しょうがい

を示
しめ

す具体的
ぐたいてき

資 料
しりょう

としては、障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

があればそれで足
た

りるが、まず、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

の利用
りよう

が考
かんが

えられる。医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

は、機能
きのう

障 害
しょうがい

の存 在
そんざい

を示
しめ

す資 料
しりょう

とし

て、公 正 性
こうせいせい

が担
たん

保
ほ

される点
てん

で優
すぐ

れているが、他方
たほう

で、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、難 病
なんびょう

など、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

が得
え

にくい場合
ばあい

も考
かんが

えられる。 

 

 医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

が得
え

られにくい場合
ばあい

に対 処
たいしょ

する方 策
ほうさく

としては以下
い か

の２つが

ある。 

  ①医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

に限 定
げんてい

せず、意見書
いけんしょ

でもよいものとする。 

②「機能
きのう

障 害
しょうがい

」の存 在
そんざい

を判 断
はんだん

する者
もの

を医師
い し

のみとせず、その他
た

障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に関
かん

して専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専 門
せんもん

職
しょく

の意見書
いけんしょ

でもよいと

する。 

 

 なお、精 神
せいしん

疾 患
しっかん

又
また

は難治性
なんじせい

疾 患
しっかん

については、生 活 上
せいかつじょう

の制 限
せいげん

を生
う

み出
だ

す

ことから、その診 断 書
しんだんしょ

等
とう

の文 書
ぶんしょ

をもって上 記
じょうき

の機能
きのう

障 害
しょうがい

の証 明 書
しょうめいしょ

に代
か

えることができる。また、市 町 村
しちょうそん

によって格差
かくさ

が生
しょう

じないように、国 際
こくさい

生 活
せいかつ

機能
きのう

分 類
ぶんるい

（ICF）の「心 身
しんしん

機能
きのう

・身 体
しんたい

構 造
こうぞう

」を参 考
さんこう

にしつつ機能
きのう

障 害
しょうがい

を

例示
れいじ

列記
れっき

するなど、市 町 村
しちょうそん

、利用者
りようしゃ

（障 害 者
しょうがいしゃ

）、医師
い し

その他
た

の専 門
せんもん

職
しょく

に対
たい
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して包 括 的
ほうかつてき

な規定
きてい

の内 容
ないよう

を明
あき

らかにすることも検 討
けんとう

すべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

 

【結 論
けつろん

】 

○  国
くに

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

の実 現
じつげん

をはかるため、

以下
い か

の基本的
きほんてき

視点
してん

に基
もと

づいて、支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

するものとする。 

１. 国
くに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の参 画
さんかく

の下
した

に「地域
ちいき

で暮
く

らす他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を

基礎
き そ

として生 活
せいかつ

することを可能
かのう

とする支援
しえん

の水 準
すいじゅん

」を支 給
しきゅう

決 定
けってい

の

ガイドライン
が い ど ら い ん

として策 定
さくてい

すること。 

２. 国
くに

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

や程度
ていど

に偏
かたよ

ることな

く、本 人
ほんにん

の意思
い し

や社 会
しゃかい

参加
さんか

する上
うえ

での困 難
こんなん

等
とう

がもれなく考 慮
こうりょ

され

ること。 

３. 市 町 村
しちょうそん

は、国
くに

が示
しめ

すガイドライン
が い ど ら い ん

を最 低
さいてい

ライン
ら い ん

として、策 定
さくてい

する

こと。 

４. 市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

が参 画
さんかく

して策 定
さくてい

するものと

し、公 開
こうかい

とすること。また、適 切
てきせつ

な時期
じ き

で見直
みなお

すものとすること。 

 

【説 明
せつめい

】 

ガイドライン
が い ど ら い ん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で生 活
せいかつ

していくために必 要
ひつよう

な

支援
しえん

の必要度
ひつようど

を明
あき

らかにすると共
とも

に、その人
ひと

の生 活
せいかつ

を支援
しえん

する支援
しえん

計 画
けいかく

を

作 成
さくせい

する過程
かてい

において、何
なに

が公費
こうひ

により利用
りよう

できる福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

であるかを

明
あき

らかにすることを目 的
もくてき

に作
つく

られるものである。 

 

また、ガイドライン
が い ど ら い ん

で示
しめ

す支 給
しきゅう

水 準
すいじゅん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

に規定
きてい

されて

いる障 害 者
しょうがいしゃ

の「他
ほか

のものとの平 等
びょうどう

」「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

」を基本
きほん

原 則
げんそく

にす

るべきである。この基本
きほん

原 則
げんそく

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

の必要度
ひつようど

を類型化
るいけいか

し、

類 型
るいけい

ごとの標 準
ひょうじゅん

ケアプラン
け あ ぷ ら ん

に基
もと

づく支 給
しきゅう

水 準
すいじゅん

を示
しめ

すべきである。また、

類型化
るいけいか

にあたっては、長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

、見守
みまも

り支援
しえん

、複 数
ふくすう

介護
かいご

、移動
いどう

支援
しえん

など
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の必 要 性
ひつようせい

を含
ふく

めて検 討
けんとう

されるべきである。 

 

市 町 村
しちょうそん

は国
くに

のガイドライン
が い ど ら い ん

を最 低
さいてい

基 準
きじゅん

として、ガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

す

る。策 定
さくてい

にあたっては、当事者
とうじしゃ

（障 害 者
しょうがいしゃ

、家族
かぞく

及
およ

びその関 係
かんけい

団 体
だんたい

等
とう

）

と行 政
ぎょうせい

、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

、サービス
さ ー び す

提 供 事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

の関 係 者
かんけいしゃ

が参 画
さんかく

し、

地域
ちいき

のその時点
じてん

での地域
ちいき

生 活
せいかつ

の水 準
すいじゅん

を踏
ふ

まえて協 議
きょうぎ

しなければならない。

この策 定
さくてい

過程
かてい

を通
とお

して、当事者
とうじしゃ

、行 政
ぎょうせい

、事
こと

業 者
ぎょうしゃ

の協 働
きょうどう

が生
う

まれることが

期待
きたい

される。 

 

なお、地域
ちいき

生 活
せいかつ

をする重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

が少
すく

なく、当事者
とうじしゃ

の声
こえ

が出
で

にくい地域
ちいき

などでは、格差
かくさ

が広
ひろ

がるリスク
り す く

も懸念
けねん

される。そのため、当 分
とうぶん

の間
あいだ

は国
くに

が

ガイドライン
が い ど ら い ん

の設 定
せってい

指針
ししん

を示
しめ

し、自治体
じちたい

ごとにその指針
ししん

内 容
ないよう

を最 低
さいてい

ライン
ら い ん

として、独自
どくじ

のガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

するものとする。市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、現 在
げんざい

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

の際
さい

に自治体
じちたい

で用
もち

いられている「要 綱
ようこう

」等
とう

とは異
こと

な

ることから、適 正
てきせい

に作 成
さくせい

されるように国
くに

が指導
しどう

すべきである。さらに、

財 政 面
ざいせいめん

から国
くに

基 準
きじゅん

をそのまま引 用
いんよう

することがないようにするため、国
くに

の

ガイドライン
が い ど ら い ん

指針
ししん

を超
こ

えて、市 町 村
しちょうそん

が必 要
ひつよう

に応
おう

じた支 給
しきゅう

決 定
けってい

ができる

財 源 的
ざいげんてき

な保 障
ほしょう

が必 要
ひつよう

となる。 

 

さらに、国
くに

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は、各地域
かくちいき

のガイドライン
が い ど ら い ん

とそれに適 合
てきごう

しない

事例
じれい

にかかわる情 報
じょうほう

を集 約
しゅうやく

して、国
くに

の指針
ししん

の見直
みなお

しに反 映
はんえい

させるとともに、

そ の 情 報
じょうほう

を 自治体
じちたい

や そ の 合議
ごうぎ

機関
きかん

等
とう

に 提
てい

供
きょう

し 、 各地域
かくちいき

に お け る

ガイドライン
が い ど ら い ん

の作 成
さくせい

や見直
みなお

し、さらには支 給
しきゅう

決 定
けってい

事務
じ む

の参 考
さんこう

に資
し

するよう

に努
つと

めなければならない。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

又
また

は市 町 村
しちょうそん

において、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

がガイドライン
が い ど ら い ん

に示
しめ
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された水 準
すいじゅん

やサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

に適
てき

合
ごう

しないと判 断
はんだん

した場合
ばあい

、市 町 村
しちょうそん

は、

障 害 者
しょうがいしゃ

（及
およ

び支援者
しえんしゃ

）と協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を行
おこな

い、これに基
もと

づいて支 給
しきゅう

決 定
けってい

する。 

【説 明
せつめい

】 

協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

による支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、ガイドライン
が い ど ら い ん

で示
しめ

される水 準
すいじゅん

やサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

に当
あ

てはまらない事例
じれい

（類 型
るいけい

を超
こ

える時間数
じかんすう

などが申 請
しんせい

された場合
ばあい

）

について、個別
こべつ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

に基
もと

づいて本 人
ほんにん

と市 町 村 間
しちょうそんかん

で行
おこな

われるもの

をいう。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

 

【結 論
けつろん

】 

○  市 町 村
しちょうそん

は、前記
ぜんき

の協 議
きょうぎ

が整
ととの

わない場合
ばあい

に備
そな

え、第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

として、

当事者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

や障 害 者
しょうがいしゃ

の状 況
じょうきょう

をよく知
し

る者
もの

等
とう

を構
こう

成 員
せいいん

とする合議
ごうぎ

機関
きかん

を設置
せっち

する。 

○  合議
ごうぎ

機関
きかん

は、本 人
ほんにん

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

に基
もと

づき、その支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

を

検 討
けんとう

するとともに、支援
しえん

の内 容
ないよう

、支 給 量
しきゅうりょう

等
とう

について判 断
はんだん

するものとす

る。 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

が希望
きぼう

する場合
ばあい

には、合議
ごうぎ

機関
きかん

での意見
いけん

陳 述
ちんじゅつ

の機会
きかい

が与
あた

えられ

るものとする。 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、合議
ごうぎ

機関
きかん

での判 断
はんだん

を尊 重
そんちょう

しなければならない。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

と市 町 村
しちょうそん

の協 議
きょうぎ

において調 整
ちょうせい

がつかない場合
ばあい

は、市 町 村
しちょうそん

に

設置
せっち

された合議
ごうぎ

機関
きかん

において検 討
けんとう

し、その結果
けっか

を受
う

けて、市 町 村
しちょうそん

が支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

うことができるものとする。 

合議
ごうぎ

機関
きかん

では、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の必 要 性
ひつようせい

をより適 切
てきせつ

に支 給
しきゅう

決 定
けってい

に反 映
はんえい

するため、本 人
ほんにん

の状 況
じょうきょう

について必 要
ひつよう

な情 報
じょうほう

をもとに

個別
こべつ

事例
じれい

についての検 討
けんとう

を行
おこな

う。障 害 者
しょうがいしゃ

が希望
きぼう

する場合
ばあい

には、どのような
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支援
しえん

をどの程度
ていど

必 要
ひつよう

であるのか、合議
ごうぎ

機関
きかん

で意見
いけん

を述
の

べる機会
きかい

が設
もう

けられる。 

 

ある合議
ごうぎ

機関
きかん

での判 断
はんだん

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

には、他
た

の合議
ごうぎ

機関
きかん

で再 調 整
さいちょうせい

がで

きる仕組
し く

みとすべきであり、合議
ごうぎ

機関
きかん

は、市 町 村
しちょうそん

（又
また

は圏 域
けんいき

）に複 数
ふくすう

設置
せっち

されることを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。また、合議
ごうぎ

機関
きかん

の構
こう

成 員
せいいん

は、第 三 者
だいさんしゃ

と

して公 平
こうへい

中 立
ちゅうりつ

な役 割
やくわり

を担
にな

うことができる人 物
じんぶつ

とすべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】不服
ふふく

申 立
もうしたて

について 

【結 論
けつろん

】 

○ 市 町 村
しちょうそん

は支 給
しきゅう

決 定
けってい

に関
かん

する異議
い ぎ

申 立
もうしたて

の仕組
し く

みを整備
せいび

するとともに、

都道府県
とどうふけん

は、市 町 村
しちょうそん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

に関
かん

して実 効 性
じっこうせい

のある不服
ふふく

審査
しんさ

が行
おこな

えるようにする。 

○ 不服
ふふく

申 立
もうしたて

は、手続
てつづ

き及
およ

び内 容
ないよう

判 断
はんだん

の是非
ぜ ひ

について審議
しんぎ

されるものとし、

本 人
ほんにん

の出 席
しゅっせき

、意見
いけん

陳 述
ちんじゅつ

及
およ

び反 論
はんろん

の機会
きかい

が与
あた

えられるものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、一 連
いちれん

のプロセス
ぷ ろ せ す

に基
もと

づいた行 政
ぎょうせい

処 分
しょぶん

であるが、本 人
ほんにん

が

その決 定
けってい

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

には、極
きわ

めて簡 便
かんべん

に不服
ふふく

申 立
もうしたて

ができる仕組
し く

みが

求
もと

められる。 市 町 村
しちょうそん

への異議
い ぎ

申 立
もうしたて

や都道府県
とどうふけん

への不服
ふふく

申 立
もうしたて

の手続
てつづ

きの

ハードル
は ー ど る

を低
ひく

くするため、相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

に不服
ふふく

審査
しんさ

の支援
しえん

等
とう

を求
もと

めることが

できるようにすべきである。 

国
くに

は、支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる決 定
けってい

処 分
しょぶん

取
と

り消
け

しに止
と

まらず、申 請
しんせい

に対
たい

す

る一 定
いってい

の処 分
しょぶん

をすることを都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

に義務付
ぎ む づ

けることができる

仕組
し く

みを検 討
けんとう

すべきである。 

 


